
































































































































































































































































品　　名 一般価格（税込） 会員価格（税込）　数量 金額
契約コース 0 756，000　　　　1 756000
収骨容器 31，500 0　　　　1 0
寝棺 105000 0　　　　1 0
祭壇 420000 0　　　　1 0
葬具・備品（儀式用） 31，500 0　　　　1 0
〒 ドライアイス 17β50 0　　　　1 0




会葬礼状 12600 0　　　　1 0
古式納棺 84ρ00 O　　　　l 0
マイクロバス 42，000 O　　　　l 0
遺体搬送料 16β00 0　　　　1 0
霊枢車 31，500 0　　　　1 0


















品　　名 一般価格（税込） 会員価格（税込）　数量 金額
収骨容器 10，500 10500　　　1 10，500
ドライアイス 10，500 8，400　　　　3 25，200
防臭防菌剤 21，000 15，750　　　　1 15，750
引換券 0 0　　　500 0
初七日招待券 0 0　　　70 0
三方付盛砂糖 12，600 10，500　　　　1 10500
マイクセット 15750 0　　　　1 0
お別れセット（枕飾り，ろうそく，線香） 1α500 6，300　　　　1 6，300
防水シーッ（枕付） 10，500 8，400　　　　1 ＆400
火葬料 0 10500　　　－1 一 10，500




品 会葬礼状K－1 73 73　　　500 36，500
会葬礼状 0 12，600　　　－1 一 12，600
供物セット（枕飯，枕団子） 1260 1，050　　　　1 1ρ50
湯灌納棺 105，000 21ρ00　　　1 21，000
司会 52500 52500　　　　1 52500
生演奏 21ρ00 0　　　　1 0
小　　計（a） 302，683 189ρ73 196ユ00
警備 13β50 9，450　　　　5 47，250
搬送料 0
普通霊枢車 22β80 22β80 22，880
小　　計（b） 36，530 32330 70，130

































































































物 ウーロン茶 210　　　101 21210
コーラ 210　　　　7 1470
弁当代（通夜） 1，575　　　39 61，425
弁当代（告別式） 735　　　45 33ρ75
合　　計 500430
合計F
（7）会費（合計G）
　会費とは，故人とその夫が，故人の生前からあらかじめ契約して入会し，自分たちの葬式のため
に積み立てていた金額のことである。今回の葬式には，故人名義の生前払い込み分とその夫名義の
事前の払い込み分の両方の既納会費額が充てられた。
　また，故人の夫名義の今回払い込み分（会費契約額）とは，いずれ来る自分の葬式のために今回，
会員契約を更新した分の会費である。今回の妻の葬式にそれまで夫婦で積み立てた額をすべて充て
て使い切り，夫は退会するという選択肢もあり得たのだが，本事例では夫の葬式も同じ業者に依頼
することにして会員であり続けることが選択された。なお，今回支払った会費も今回の葬式の費用
に充てられ，会員契約を更新したことでの会員割引もあった。
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会　　員 会費契約額 既納会費額
会
　
費
故人の夫名義の今回払い込み分
故人名義の生前払い込み分
故人の夫名義の事前の払い込み分
180，000
　　0
　　0
180COO
240，000
240，000
合　　計 180，000 660，000
合計G
（8）請求明細（A＋B＋C＋D＋E＋F一特別値引＋奉仕料一G）
　以上のうち，コース明細（A）と葬祭用品（B）の合計額（約102万円）が葬儀に必要な品やサー
ビスに対する支出額である。これに参列者への返礼品（C），祭壇などへの供花・供物（D），会場費（E），
料理・飲物の代金（F）を足した額（約321万円）から，ホール特別割引（約12万円）を引いて，
奉仕料（約5万円）を加算したのが，今回の葬式にかかったすべての費用の合計額（約314万円）
に当たる。そこから，今回の葬式に充てることにした既納分の会費（G。66万円）を差し引いた額
（約248万円）が，葬儀後に喪主に対して請求された額の総額である。
　支出の割合を見てみると，合計額（A～F。約321万円）のうち，葬儀費用（A＋B＝約102万円）
は3分の1程度である。支出額の大半は，返礼品（合計C二約142万円）が占め，しかもそのほと
んどが葬儀・告別式の参列者に対する返礼品（約119万円）だった。葬式で最も大きい額が想定さ
れるこの項目は，実は最も予想が難しい項目である。なぜなら，実際に参列者が何人来るかは当日
にならないとわからないからである。
　しかも当事例は，故人（病院の給食勤務）も夫（地元百貨店勤務）もすでに職場を退職してから
20年以上経ち，次男は県外で就職しているので予想をほぼ不可能にしていた。実際のところ，既
に確認した通り，葬儀の返礼品のコーヒーセットは事前準備の数量（500個）が最も多かったにも
かかわらず，返品率（500個中46個返品）が最も低かった。足りなくなる事態には至らなかった
内　　訳 金額
請
求
明
細
葬儀費用
返礼品
供花・供物
会場費
料理・飲物
ホール特別値引
1022，230
1421，385
165900
105ρ00
500，430
－ 126，000
　50043
一般価格（税込） 会員価格（税込）
奉　仕　料 51β28 50043
合　　計 3，651．283　　　　　　　　　3，138⑨88 3，138，988
既納会費額 0　　　　　－660，000 一660，000
請　求　額 3，651，283　　　　　　　　　　2，478988 247＆988
（会員値引計 一 1，172295）
（合計A＋合計B）
（合計C）
（合計D）
（合計E）
（合計F）
（合計G）
（請求額）
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ものの，他の返礼品（通夜，初七日）と比べても，その「読み」はあやうく外れかけていた。
　以上の通り，葬儀にかかる費用のうち，コース明細（A），葬祭用品（B），供花・供物（D），会場費（E），
料理・飲物（F）については，葬祭業者との打ち合わせで事前に確定できた。しかし，参列者数によっ
てはその合計額を上回りうる返礼品（C）は事前に予想額が立てにくい。予算のかなりの割合を占
める額が，当日の参列客の動向に大きく左右されるのである。喪主は死後からたった2～3日の間
で，葬祭業者との打ち合わせを通して，かかる費用を予想した上ですべてのオーダーを決定し，葬
式を執り行わなければならないのである。
（9）その他
　上記の他に，檀那寺への布施（僧侶3人に計70万円），地元新聞社への死亡記事代（約18万円），
火葬場の使用料（3千円），後日に近所へのお礼として菓子代（計1万5千円）などを支出した。
　さらに，墓所への納骨が行われた同年10月13日の四十九日法要の時に，約5，000円のタオルセッ
トが返礼品として配られた。ただし四十九日はごく近い親族のみが参列した。納骨のあと，親族と
僧侶で同じ葬祭業者が所有する別のセレモニーホール（昭和町）で食事会を拓いた。参加者の親族
13人と僧侶1人，それに故人の分も合わせて15人分の食事が用意された。
おわりに
　以上，2012年9月の山梨県甲府市での筆者の父方祖母の葬儀を，現代の葬送の実態を利用者の
側から知るための1作業として報告した。それに当たって本稿では，葬祭業者によって提供される
サービスを活用した葬儀の実態を明らかにすることに努め，葬祭業者による湯灌・納棺，葬祭ホー
ルの利用について記述し，葬祭業者から提示された請求書などをもとに葬祭サービスに対する実際
の支出額も提示した。以下で若干の考察を試みたい。
　葬儀に関わる諸事項の決定について，遺族は火葬，葬祭ホールでの通夜・葬儀といった法要を，
死後数日の間に決めて手配し，執り行わなければならない。それには，葬祭業者の協力や提供され
るサービスは不可欠となっていた。もちろん近隣住民や故人の息子たちの勤務先からの手伝いもな
くてはならないが，それらの手伝いは遺族と葬祭業者が日程や式次第を決めた上で提供される。
　決定のための遺族と葬祭業者による葬儀のための打ち合わせは，本事例では主なものが3回行わ
れた。①死亡直後には日程の決定や予約が，②翌日には祭壇や返礼品など料金に大きく関わるオー
ダーが，③ホールを利用し始める日（4日目）の朝にはお弁当の個数など最終的な確認がなされた。
葬儀に向けて，葬祭業者から提供されるサービス・商品の説明を受けながら，段階的に必要事項が
もれなく決めることが求められる。
　葬祭ホールについては，本稿の事例では，死後4日目の夕方から5日目の午後までの利用で，4
日目には通夜・夜伽，5日目にはお別れの式・葬儀・初七日の会食と，貸し切りで利用した。通夜・
葬儀の外部化の結果，親類と近隣住民以外の参列者は自宅を訪れることはない。筆者が子どもの頃
に見た近所の葬式では，筆者の家を含めて近隣の何軒もが台所や居間などを提供していた。それと
比べても近隣住民への負担はホールの利用によって減っていると思われる。また公共交通機関の不
便さから，ときに家族の人数分の複数台の車を持つほどに自動車社会化が徹底している山梨県の実
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情下では，参列者のための駐車場の確保も大きな問題だが，ホールではそれも解消される。
　料金については，明細表を示した通り，葬儀に必要な基本的な一式はセット料金として提示され，
さらに必要なものは項目ごとに別途請求された。中でも，葬儀費用の総額の大半を占める，参列者
への返礼品をはじめとする飲食接待費は，実際の参列者の人数に左右されるため事前に予想が立て
にくいことがわかった。また，生前からの会費の積み立てや，いずれ来る次の葬式に向けての会員
契約の継続など，事前・事後の葬祭業者との付き合いに対する割引も設定されていた。これは，遺
族にとっては事前の準備，業者にとっては顧客の確保につながるものである。
　以上の通り，現代の葬送は，葬祭業者からの説明を通してするべきこと決めるべきことが明らか
になり，実際に進んでいくというのが，筆者が実感した実態である。また打ち合わせの間ごとに，
遺族は葬祭業者からのサービス内容の説明や料金をもとに検討を続けオーダーを決めなければなら
ない。結果として，この打ち合わせと検討の時間を通して，遺族は葬儀をはじめとする式次第を事
前に理解することになる。こうした理解のための時間もまた，全日程を通して不可欠なプロセスで
あった。
　本稿で提示した葬儀の実態や費用などの記録は，このままでは偶然得られた，単発的な資料に過
ぎない。これらをより詳細に分析するためには，故人と檀那寺である日蓮宗寺院との親密な関係，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
喪家を含む近隣住民の社会組織とそれらが果たしている役割分担，今日の山梨県および全国におけ
る葬儀サービスの傾向など，本事例をより一般化し，全体の中に位置付ける作業が不可欠である。
註
（1）一葬葬祭業者には葬儀社のほか「冠婚葬祭互助会」
「農業協同組合」「生活協同組合」「町内会・自治会など」「寺
院・神社・教会」「市町村などの自治体」「ホテルなどの
他業種からの進出」が挙げられる［此経　2002106］。
（2）－2010年7月に，イオングループが葬儀紹介サー
ビスの中で，僧侶への「布施の価格目安」を提示した。
たとえば，読経一式（通夜・葬儀・火葬場・初七日）に
戒名（信士信女・居士大姉・院号）によって25万円，
40万円，55万円と明示された。寺に聞いてもはっきり
答えてくれないという消費者の声に対応して出された目
安である。これに対し，全日本仏教会の理事会などでは，
営利企業が布施の料金の体系化をはかることに対し反発
の声が上げられた。
（3）一こうした納棺師による湯灌は「東京や大阪では
1980年代後半から（略）寝たきりの人への出張入浴サー
ビスを応用」して始まったもので，「すでに絶えた湯灌を，
まさに専門業者だけが行いうるように，客体化され開発
された」［山田　2009］
（4）一納棺師による仮納棺を見守っていた故人の長男
の妻（筆者の母）によると，手順を見ながら最近はここ
までしてくれるのかと思っていたが，後日友人たちに話
したところ誰も見たことがなかったので，まだ珍しいこ
とだと知った。映画「おくりびと」（2008年）の影響も
あり，一般に知られ始めてはいるので，これから定着す
るのかと思ったという。
（5）一本事例の葬祭業者・株式会社ファミリーラブは，
1973年設立（1954年に結婚式場平安閣として創業）の「結
婚式場の経営，婚礼衣裳ほか貸衣裳業，葬儀の施行，各
種会議・宴会の企画，レストラン」を事業とし，「山梨
県内最大の儀式産業の会社」を自任する会社である。県
内では昭和町にあるアピオセレモニーホール（以前は平
安閣）をはじめ，アピオの呼称で知られている。
（6）一国立歴史民俗博物館資料調査報告書9『死・葬
送・墓制資料集成　東日本編2』に掲載された山梨県の
記録［堀内　1999］は，富士吉田市を調査対象地として
おり，本稿の甲府市とは場所が異なる。山梨県内の民俗
は，甲府市側の国中地方と富士吉田側の郡内地方で異な
るとされている。また，同報告書の平成の事例では，葬
具などについては葬儀社から既製品の購入をしているも
のの，葬儀は自宅で行われ，土葬である。本稿は，甲府
市側の最近の事例であり，山梨県内における葬祭ホール
利用および火葬導入後の事例報告である。
420
［葬祭業者の利用と料金の実態］・一・武井基晃
参考文献
小谷みどり　2000「変わるお葬式，消えるお墓一最期まで自分らしく一』岩波書店
此経　啓助　2002『都会のお葬式』NHK出版
堀内　　真　1999「山梨県」国立歴史民俗博物館資料調査報告書9「死・葬送・墓制資料集成　東日本編2』国立歴
　　　　　　　　史民俗博物館
山田　慎也　2009「死への思いと葬祭業者」『アジア遊学124　東アジアの死者の行方と葬儀』勉誠出版
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筑波大学人文社会系，国立歴史民俗博物館共同研究員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2013年12月21日受付，2014年5月26日審査終了）
421
